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要約
抄録は、邦文（600語程度）と英文（300語程度）の両方をつけ、文字サイズは9ポイントの明朝体（欧語はTimes New Roman）とする。邦文論文の場合は、邦文抄録の下に一行あけて英文抄録を記す。英文論文の場合は英文抄録のみ。
Abstract
英文の抄録（300語程度）はここに記入。

キーワード
論文を特徴づけるキーワードを5項目記すること。但し、邦文論文の場合は邦語で、英文論文の場合は英語にすること。
1.　一般的注意

投稿される論文は過去に公刊されたことがなく、審査中でもないこと。投稿原稿は、電子媒体（WordまたはPDFファイル）とし、A4標準サイズ、左右2段組とする。図・表は黒一色に限る。投稿には必ず、別紙に投稿区分、論文タイトル、著者名、連絡先住所、電話番号、Eメールアドレスを記載したものをつけること。
投稿区分一覧表
· 原著（Original Article）

新規性のある研究成果を、体系的にまとめた研究で、学術的な価値を有するもの。
· 総論（General Article）

学術的知見や成果を歴史的背景や将来の方向について総合的に論述したもの。

· 短報（Research Letter）

新規性があり、研究の目的や結果などを簡明に記述したもの。

· 主張（Opinion）

学術的視点からの個人的な意見や自説を論述したもの
· 技術報告（Technical Report）

実用的価値のある事例を記述した報告および新技術の適用例を記述したもの。
· 資料（Note）

調査によって得られたデータをまとめたもの。研究や開発にとって有用な資料や文献紹介。
2.　書式

投稿原稿の上下の余白は25 mm、左右の余白は20 mmとする。

2.1　見出しと本文の書式

見出しと小見出しは9ポイントのゴシック体（英語はArial）とする。本文は9ポイントの明朝体（英語はTimes New Roman）とし、左端から1字あけて書く。

3.　文献の引用

3.1　単著の引用

以下に本文中で文献を引用するときの例をあげる：

文中の場合：“南（2012）によれば…”。文末の場合：“…である（南，2012）。

3.2　共著の引用

引用文献が2名の著者の共著である場合は、両著者の姓を書く。“南・池田（2012）は…。”

著者が3名以上の場合は、“池田他（2012）と略す。英語であれば“et al.”と略す。“Smith et al.（1980）”。

3.3　複数の文献の引用

本文中の同一箇所で複数の文献を引用する際は、同じ括弧内に著者名のアルファベット順に並べる。また、同一著者については出版年順に並べて、それらをセミコロンで区切る。

4.　図・表

図・表はスミ一色で作成し、使用する文字サイズは8ポイントとすること。幅は1ページの半幅、または全幅に収まるように工夫する。表と図の内容の重複を避けること。図・表で使用する文字は、小塚ゴシックL（フォントがなければゴシック体）が望ましい。なお、図表のスタイルや大きさについては、ジャーナル全体のスタイルを統一するため、編集部で変更される。投稿者はいかなる希望があっても、その決定に従うこととする。
4.1　表

数値は原則として4桁までとする。数字は小数点の位置、小数点以下の桁数をそろえる。略語・記号を用いるときは、表注で説明を付ける。論文中に示す順序に従って表1、表2のように、表に通し番号をつける。表の題は表番号と“：”で区切り、表上中央に置く。表に関する補足には、表の注を用いる。
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注：●●

4.2　図

図の利用にあたっては、必要に応じて折れ線グラブ、棒グラフ、相関図など適切な形式を選択する。作図は、コントラストを鮮明にし、見やすいよう工夫する。座標軸や線の太さは、論文を通じて一定にする。目盛りは軸の内側に書く。軸の途中を省略する場合は、そこに波形、または斜線を入れて切り取ったことを示す。

座標の説明とその単位は各軸の外側中央に示す。図の番号は、論文中に示す順序に従って図1、図2のように通し番号をつける。図の題、説明文、注釈は、図の下に記す。
	


図1：図タイトル
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5.　謝辞
謝辞は引用文献の前に置く。

6.　引用文献

引用文献は論文の最後に一括して置かれる。文献表の各項は、邦文文献と英文文献を分けず、著者の姓のアルファベット順に配列する。

同一著者が、単独で発表している文献と、その著者が第1著者として名を連ねている共著の文献とがある場合には、単独発表のものを先に記載する。また、同一著者の文献がいくつかある場合、刊行年次によって、早い年次のものから順に並べる。

文献の表題は副題も含めて原著の通り略さずに書き、記載順は、著者名、刊行年次、表題、その他とする。ただし、DOI（Digital Object Identifier）コードは不要なので記載しないこと。
6.1　雑誌からの引用

英文文献の雑誌名は斜体とする。論文タイトルは文頭のみ大文字とする。
6.2　書籍からの引用

書籍の場合は、著者名、刊行年次、表題の他、版数、出版社名を書く。書籍の表題は斜体とする。英文の表題は文頭のみ大文字とし、斜体とする。
6.3　文献配列の例

Kagaku, T. (2011). A factor-analytic study of science. Journal of Science Technology, Vol. 7, No. 2, pp. 41-49.
Kagaku, T. and Gijutsu, G. (2011). Development of science and Technologies. Journal of Science Technology, Vol. 8, No. 1, pp. 65-66.
科学太郎・技術次郎・研究三郎（2011）．科学入門　第3版．技術書店．

Kagaku, T. (2011). Science Technologies: Its practice and improvement. Union Press.
科学太郎（2011）．科学と技術―今後の課題―．ユニオンプレス．

科学太郎・技術次郎・研究三郎（2011）．科学技術の最近の動向―日本の現状―．科学・技術研究，Vol. 1，No. 1，pp. 129-142．
7.　発刊経費
掲載料として、6頁まで60,000円＋税（以降1頁につき5,000円＋税）を著者に請求し、別刷50部を著者に贈呈する。
8.　その他

最終の原稿は、ユニオンプレスで再度組版作業が行われます。そのため、特別な書式指定はしないでください。

論文執筆に際してご質問がありましたら、事務局までお問い合わせください。

投稿先：

〒542-0062　大阪市中央区上本町西5丁目1番6号

株式会社ユニオンサービス／ユニオンプレス内

科学・技術研究会　事務局

電話　06 6763-5431　ファックス　06 6763-5463

Eメール　sst@union-services.com
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